


町政コーナー

扶桑町役場　☎（93）1111 ー 17 ー

情　

報

募　

集

保　

健

特　

集

町　

政

公演日 公演名 入場料

6 月 3 日（日）
　午後 2 時開演

　「住民協働型事業」
　Tokyo G Brass with マグナウインド
　クラシックコンサート
　［Tokyo G Brass メンバー］
　東京藝術大学准教授　栃 本 浩 規(Tp)
　N  H  K 交 響 楽 団　今 井 仁 志(Hr)
　東京藝術大学准教授　古 賀 慎 治(Tb)
　N  H  K 交 響 楽 団　池 田 幸 広(Tub)
　東京フィルハーモニー交響楽団　重 井 吉 彦(Tp)

   【全自由席】
　一 般　　     2,500 円
　学生券（小学生～高校生）
　　　　　　　  1,000 円

6 月 24 日（日）
　午後 2 時開演

　第 30 回ふそう文化大学
　（全 4 回シリーズ公演）　
　第 1 回  ◇ サーカス（叶高＆叶ありさ）
　 【演奏予定】
　　「ミスター ･ サマータイム」
　　「アメリカン ･ フィーリング」
　　「家族写真」

   【全自由席】
　一 般　　     5,000 円
 ※全 4 公演ご覧いただけます。

  第 3 回◇小原孝
　　　　  （ピアニスト）

  第 4 回◇中井智弥
　　　　  （二十五絃箏奏者）7 月 22 日（日）

　午後 2 時開演

　第 30 回ふそう文化大学
　（全 4 回シリーズ公演）　
　第 2 回  ◇ 山根基世
　 【公演予定】
　　お話「もう一度考えたいことばの力」
　　朗読／新美南吉『狐』

文化会館情報
“～人生を豊かに、心潤うひとときを～あなたの町の文化会館”

★ 6・7月開催公演情報
◆扶桑文化会館情報◆　☎ (93)9000　開館時間：午前9時～午後5時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜月曜日（祝日は除く）・火曜日休館＞

～入場無料のアットホームなコンサート～

会場：扶桑文化会館 

6月8日（金）
午後7時～8時

“un bonhevr(アン・ボヌール)”

出演 un bonhevr／清水綾（ヴァイオリン）、橋本南海（ファゴット）、南あやの（クラリネット）、
　　　谷脇友里恵（コントラバス）

★演奏予定曲 ☆紹介

“ほんわかサウンド情熱ライブ!！”

はらたけ三重奏オリジナル曲／
耳なじみのある有名な曲を、はらたけ三重奏オリジナル
アレンジにて／ほか

★演奏予定曲
鍵盤ハーモニカのほんわかな音色と、
そのイメージを裏切るクールさや
アツさが楽しい！

☆紹介
 

6月16日（土）
午後2時～3時

「ウィリアム・テル序曲」／
「アイネ・クライネ・ナハトムジークより第一楽章」／ほか

愛知県立芸術大学の卒業生で結成された
アンサンブルです。

出演 はらたけ三重奏／原健雄（鍵盤ハーモニカ）、佐藤慎太（ベース）、飯野光（パーカッション）

★貸館の受付開始　6 月 1 日（金）より、会議室、リハーサル室、展示室、ホール練習の 8 月利用とホール
の 12 月利用の申請受付を開始します。受付時間は午前 9 時から午後 5 時までで、先着順に受付します。但し、開
始日に限り、午前 9 時から 10 時までは一括しての受付で、ご利用の日程が重複した際は、抽選となります。

★登録アーティスト事業について　扶桑文化会館では、文化芸術に携わるアーティストを町内の団体（地
域コミュニティ、子ども会、老人クラブ、学校等）に紹介する事業を展開しています。ぜひご利用ください。現在、
21 名のアーティストが登録アーティストに在籍しております。
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扶桑文化会館のチラシに広告を募集します
▼掲 載 場 所　自主事業チラシ裏面下段で町が指定する位置
　　　　　　　　　  ３種類のチラシを予定
▼使 用 予 定 時 期　自主事業のチケット発売日約１週間前から
　　　　　　　　　  公演日又はチケットが完売するまで
▼チラシの使用目的　自主事業の広報に使用
　　　　　　　　　　（広報ふそうに折り込み、町内全戸に配布）
▼募 集 数　３種類×４枠＝１２枠（最大）
▼作 成 枚 数　各２０，０００枚
▼掲 載 料　１枠２０，０００円（消費税及び地方消費税含む）
▼広 告 規 格　縦２㎝×横１０㎝　単色刷
▼広告の募集期間　３月３１日（日）まで
▼申 込 方 法　有料広告掲載申込書に必要事項を記入し、チラシに掲載する原稿案を添えて提出
▼問合せ及び申込先　〒４８０－０１０２　　扶桑町大字高雄字福塚２００番地
　　　　　　　　　  扶桑町教育委員会　文化会館　☎（93）9000
▼掲 載 基 準　政治活動、宗教活動、意志広告、個人の宣伝、公の秩序又は善良の風俗に反する
　　　　　　　　　 ものなどは掲載できません。詳細は、「扶桑町有料広告掲載の取扱いに関する要綱」
　　　　　　　　　（町ホームページ掲載）を参照してください。
▼掲載料の納入方法　掲載決定後、町指定の納付書で納付してください。
　※広告の掲載にあたっては、「扶桑町有料広告掲載の取扱いに関する要綱」に基づく審査があります
　　ので、申込みの際にはこの要綱をご覧ください。

扶桑文化会館　☎（93）9000

チラシ
（裏面）

広 告広 告
広 告広 告

あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
の
た
め
に

一
、
金
五
千
円　

　
　
　
　

朗
読
グ
ル
ー
プ
あ
い
う
え
お　

様

　
　
　
　
　
（
図
書
館
古
本
市
売
上
金
よ
り
）

一
、
金
二
千
五
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ア
イ
リ
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様

一
、
金
一
万
円　

ぎ
ふ
し
ん
愛
の
募
金　

様

一
、
金
五
千
円　
　
　
　
　
　
　
　

某　

様

一
、
車
い
す
洗
浄
機
一
式　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

ア
タ
ム
技
研
株
式
会
社　

様

　
　
　
　
　
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
設
置
）

車
い
す
洗
浄
機
が
利
用
で
き
る

　
　
　
　
よ
う
に
な
り
ま
し
た

福
祉
児
童
課　

内
線
２
２
２

　
３
月
に
ア
タ
ム
技

研
株
式
会
社
様
（
扶

桑
町
小
淵
）
か
ら
、

町
へ
車
い
す
洗
浄
機

の
寄
贈
を
受
け
、
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

設
置
し
ま
し
た
。

　
今
回
寄
贈
さ
れ
た
車
い
す
洗
浄
機
は
、
60

度
の
温
水
と
専
用
の
洗
剤
を
利
用
し
て
洗
浄

し
ま
す
の
で
滅
菌
効
果
も
あ
り
ま
す
。
作
業

実
施
時
間
は
約
26
分
で
す
。

▼
利
用
可
能
日
　
毎
月
第
１
・
３
火
曜
日

▼
利
用
料
金
　

　
○
町
内
在
住
者
　
１
０
０
円
／
回

　
○
町
外
在
住
者
　
２
０
０
円
／
回

▼
利
用
申
込
み
　
利
用
前
に
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
３
階
で
利
用
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
洗
浄
機
の
操
作
は
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
係 

　
員
が
お
こ
な
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
と

     
高
齢
者
福
祉
の
た
め
に

一、金十六万一千百五円　
　　漬処壽俵屋扶桑總本家　様

町
へ　
（
文
化
会
館
に
寄
贈
）一、彫刻作品「よりそう」

　

彫
刻
家
亀
淵
元
昭
様
よ
り
、
今
年
３
月
に

扶
桑
文
化
会
館
に
て
開
催
さ
れ
た
彫
刻
展
の

作
品
が
、
扶
桑
文
化
会
館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
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産
業
環
境
課　

内
線
２
７
３

　
扶
桑
町
商
工
会
は
「
輝
く
女
性
の
た
め
の

創
業
塾
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
講
師
に
オ
フ
ィ
スKEYS

代
表
で
中
小
企

業
診
断
士
の
髙
木
富
美
子
氏
を
迎
え
、
雑
貨

屋
、
カ
フ
ェ
、
サ
ロ
ン
な
ど
創
業
を
目
指
す

女
性
を
対
象
に
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
基
礎
か

ら
解
説
し
、
夢
の
実
現
に
向
け
た
創
業
計
画

書
の
作
成
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

▼
日
程
　
７
月
３
日
か
ら
８
月
７
日
ま
で
の

　
　
　
　
毎
週
火
曜
日
（
全
６
回
）

▼
時
間
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　
　
　
　（
各
回
と
も
）

▼
会
場
　
扶
桑
町
商
工
会
館

▼
対
象
　
創
業
を
予
定
し
て
い
る
も
し
く
は

創
業
間
も
な
い
女
性
。
創
業
の
計
画
が
具
体

的
で
な
く
て
も
参
加
可
能
で
す
。

▼
定
員
　
10
名

▼
費
用
　
無
料

▼
申
込
み
締
切
　
６
月
29
日
（
金
）

▼
申
込
み･

問
い
合
わ
せ

　
扶
桑
町
商
工
会 （
☎
（
93
）
５
１
１
１
）

「
輝
く
女
性
の
た
め
の
創
業
塾
」

　
　
　
　
　
の
開
講
に
つ
い
て

産
業
環
境
課　

内
線
２
７
８

　
尾
張
北
部
環
境
組
合
で
は
、
犬
山
市
、
江

南
市
、
大
口
町
及
び
扶
桑
町
の
２
市
２
町
の

ご
み
処
理
を
共
同
し
て
行
う
広
域
的
な
施
設

の
整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、

当
該
整
備
事
業
に
係
る
計
画
段
階
環
境
配
慮

書
の
案
及
び
都
市
計
画
構
想
段
階
評
価
書
の

案
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
案
を

公
表
し
、
そ
れ
ぞ
れ
環
境
保
全
、
都
市
計
画

の
見
地
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
　
６
月
６
日（
水
）～
７
月
５
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
土
・
日
を
除
く
）

▼
縦
覧
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

▼
縦
覧
場
所
　
江
南
市
環
境
課
、
江
南
市
布

袋
支
所
、
江
南
市
宮
田
支
所
、
江
南
市
草
井

支
所
、
犬
山
市
環
境
課
、
大
口
町
環
境
経
済

課
、
扶
桑
町
産
業
環
境
課
及
び
各
務
原
市
環

境
政
策
課

※
縦
覧
期
間
中
は
、
江
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

▼
意
見
書
提
出
　
７
月
５
日
（
木
）（
消
印

有
効
）
ま
で
に
、
意
見
書
の
対
象
と
な
る

図
書
の
名
称
、
住
所
、
氏
名
（
法
人
・
団

体
の
場
合
は
所
在
地
、
名
称
、
代
表
者
氏

名
）、
電
話
番
号
、
意
見
（
日
本
語
に
よ
り
、

意
見
の
理
由
を
含
め
て
記
載
し
て
く
だ
さ

い
。）
を
記
載
し
た
意
見
書
を
江
南
市
環
境

課
（
〒
４
８
３
‐
８
７
０
１ 

江
南
市
赤
童
子

町
大
堀
90
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

新
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業
に

係
る
計
画
段
階
環
境
配
慮
書
の

案
及
び
都
市
計
画
構
想
段
階
評

価
書
の
案
を
公
表
し
ま
す

※
持
参
の
場
合
は
、
縦
覧
場
所
で
も
受
け
付

　
け
て
い
ま
す
。
意
見
書
の
様
式
は
自
由
で

　
す
が
、
参
考
様
式
は
江
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
及
び
縦
覧
場
所
で
入
手
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
縦
覧
に
つ
い
て

　
江
南
市
環
境
課  

☎(

54)

１
１
１
１（
代
表
）

○
内
容
に
つ
い
て

　
尾
張
北
部
環
境
組
合  

☎(

54)

１
１
８
８

　
江
南
丹
羽
環
境
管
理
組
合
（
以
下
「
組
合
」

と
い
う
。）
で
は
、
平
成
13
年
４
月
か
ら
「
情

報
公
開
制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

制
度
は
、
組
合
情
報
を
広
く
公
開
す
る
こ
と

に
よ
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
組
合
と
の
間
の

情
報
の
流
れ
を
豊
か
に
し
て
、
よ
り
公
正
で

開
か
れ
た
組
合
行
政
を
皆
さ
ん
と
と
も
に
進

め
る
も
の
で
す
。

　
平
成
29
年
度
の
情
報
公
開
制
度
の
実
施
状

況
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

※ 

全
部
開
示
…
…
請
求
が
あ
っ
た
公
文
書
の

　
す
べ
て
を
開
示
す
る
こ
と

※ 

部
分
開
示
…
…
請
求
が
あ
っ
た
公
文
書
の

　
う
ち
、
個
人
情
報
等
開
示
す
る
こ
と
が
で

　
き
な
い
部
分
を
除
き
開
示
す
る
こ
と

※ 
不
開
示
…
…
請
求
が
あ
っ
た
公
文
書
を
開

　
示
し
な
い
こ
と

▼
問
い
合
わ
せ

　
　
江
南
丹
羽
環
境
管
理
組
合
　
庶
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
（
95
）
３
２
０
０

実
施
機
関

全
部
開
示
部
分
開
示

不
開
示

合
計

 

管 

理 

者

0

0

0

0

 

議
　
　
会

0

0

0

0

 

監
査
委
員

0

0

0

0

 

合　
　

計

0

0

0

0

平
成
29
年
度

　
江
南
丹
羽
環
境
管
理
組
合

  「
情
報
公
開
制
度
」
実
施
状
況

　
尾
張
北
部
環
境
組
合
（
以
下
「
組
合
」
と

い
う
。）
で
は
、「
情
報
公
開
制
度
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
組
合
情
報
を

広
く
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
公
正
で

開
か
れ
た
組
合
行
政
を
皆
さ
ん
と
と
も
に
進

め
る
も
の
で
す
。

　
平
成
29
年
度
の
情
報
公
開
制
度
の
実
施
状

況
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

◎ 

開
示
等
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、
あ
り

　
ま
せ
ん
で
し
た
。

※ 

全
部
開
示
…
…
請
求
が
あ
っ
た
公
文
書
の

　
す
べ
て
を
開
示
す
る
こ
と

※ 

部
分
開
示
…
…
請
求
が
あ
っ
た
公
文
書
の

　
う
ち
、
個
人
情
報
等
開
示
す
る
こ
と
が
で

　
き
な
い
部
分
を
除
き
開
示
す
る
こ
と

※ 

不
開
示
…
…
請
求
が
あ
っ
た
公
文
書
を
開

　
示
し
な
い
こ
と

※
表
中
の
数
値
に
つ
い
て
は
、
開
示
請
求
に

　
係
る
数
値
で
は
な
く
、
決
定
通
知
に
係
る

　
数
値
を
表
記
し
て
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
　
尾
張
北
部
環
境
組
合
　
総
務
課
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
（
54
）
１
１
８
８

実
施
機
関

全
部
開
示
部
分
開
示

不
開
示

合
計

 

管 

理 

者

0

1

0

1

 

議
　
　
会

0

0

0

0

 

監
査
委
員

0

0

0

0

 

合　
　

計

0

1

0

1

平
成
29
年
度

　
尾
張
北
部
環
境
組
合

  「
情
報
公
開
制
度
」
実
施
状
況
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学
校
教
育
課　

内
線
３
４
３

　
愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
民
の
皆
さ

ん
の
教
科
書
に
対
す
る
理
解
や
関
心
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
県
内
27
か
所
の
教
科

書
セ
ン
タ
ー
で
教
科
書
展
示
会
を
開
催
し
ま

す
。

　
展
示
会
場
に
は
投
書
箱
を
用
意
し
ま
す
の

で
、
教
科
書
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
要
望
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
　
６
月
８
日（
金
）～
７
月
２
日（
月
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
開
館
時
間
、
休
館
日
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ

　
の
施
設
の
規
定
に
よ
り
ま
す
。

▼
展
示
会
場

教
科
書
展
示
会
の
開
催

採択地区名 所在地

尾張　東部

瀬戸市立図書館
  ☎ 0561-82-2202

小牧市立図書館
  ☎ 0568-73-9951

尾張　西部

江南市立図書館
  ☎ 0587-56-2306

稲沢市立中央図書館
  ☎ 0587-32-0862

一宮市教育センター
  ☎ 0586-85-7088

※
愛
知
県
教
育
委
員
会
義
務
教
育
課
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（http://w
w

w
.pref.aichi.jp/kyoiku/

gim
ukyoiku/index.htm

l

）

▼
問
い
合
わ
せ
　

　
　
愛
知
県
教
育
委
員
会
義
務
教
育
課
　
　

　
　
　
☎
０
５
２
（
９
５
４
）
６
７
９
９

　 丹 羽 消 防 署 119 番

　「この一球 届け無事故へ みんなの願い」を平成３０年度の標語として、危険物安全週間が始まります。
　今日、石油類をはじめとする危険物は、事業所等において幅広く利用されるとともに、国民生活に
深く浸透し、その安全確保の重要性は益々増大しています。
　このため、事業所における自主保安体制の確立を呼びかけるとともに、広く国民の皆様に危険物に
対する意識の高揚と啓発を図ることとしたものです。
　期間は、毎年６月の第２週で今年は、６月３日（日）から９日（土）までの一週間です。

危険物とは？
　消防法で定められているもので、一般的に次の
ような危険性を持った物品をいいます。
　１．火災発生の危険性が大きい
　２．火災拡大の危険性が大きい
　３．消火の困難性が高い
※私たちの身近なものでは、ガソリン・灯油・油 
　性塗料等があります。

ガソリンの保管・取扱い
　平成２５年８月、京都府福知山市の花火大会会
場において多数の死傷者を出す火災が発生しまし
た。ガソリンは取扱いを誤ると大変危険です。

《保管》
　静電気を溜めやすいので消防法に適合した容器
を使用し、可燃性蒸気を出さないために必ず密閉
し、火気から離れた直射日光に当たらない、風通
しのいい場所に保管する。

《取扱い方法》
・原動機が稼働中には絶対給油しない。
・十分な換気を行い、火気の近くで給油しない。
・噴出のおそれがあるため、圧力調整弁の操作を 
   行い、 携行缶内の圧力を調整する。
※容器内圧の上昇により圧力調整弁からの噴出も 
　あるため、火気や人がいない風通しの良い場所
　に移動させ、温度が下がってからゆっくり弁を
　開放してください。

ー甲種（新規）・乙種防火管理講習会の開催ー
　丹羽消防署では、７月５日、６日に甲種（新規）・
乙種防火管理講習会を開催いたします。防火管理
者に選任される方は、講習の受講が必要になりま
すので、この機会にお申込みいただくようお願い
いたします。
　詳しくは、丹羽消防署ホームページをご覧くだ
さい。
　▼日　　時　７月５日（木）・６日（金）
　　※乙 種 　　　　   ５日（木）
　　　甲 種（新規）      ５日（木）・６日（金）
　▼場　　所　扶桑町中央公民館
　▼申込期間　６月１日（金）～６月２２日（金）
　▼そ の 他　講習費用としてテキスト代のみ必
　　　　　　  要となります。また、昼食は各自
　　　　　　   で用意して頂きます。
※防火管理者とは
　学校、病院、工場、事務所、商業施設などの建物
　において、消防法で定められた人数以上を収容す
　る場合、火災による災害を防止するため、防火管
　理上必要な業務を行う責任者のことです。甲種、 
　乙種の２種類があり、今回の講習を修了すること
　で取得できます。

▼問い合わせ　丹羽広域事務組合消防本部
　　　　　　　予防課指導係　 ☎（95）5158

危険物安全週間
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　犬山警察署からのお知らせ 110 番

愛知県警察からのお知らせ  　　　　　　　　　　　 平針運転免許試験場は、平成 30 年 1 月から建替え工事のため、来場者の
駐車場が利用できません。公共交通機関のご利用をお願いします。
▼問い合わせ　運転免許課  ☎ 052（951）1611（内線：781‐280・281）

産
業
環
境
課　

内
線
２
７
３

　
扶
桑
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
消
費

生
活
相
談
員
が
、
地
域
の
方
々
の
消
費
生
活

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。

　「
消
費
生
活
相
談
員
資
格
」
は
、
消
費
者

安
全
法
に
基
づ
く
消
費
生
活
相
談
員
の
た
め

の
資
格
と
し
て
、
平
成
28
年
度
か
ら
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン

タ
ー
は
、
登
録
試
験
機
関
と
し
て
こ
の
試
験

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
資
格
試
験
は
、

当
セ
ン
タ
ー
が
平
成
３
年
か
ら
実
施
し
て
き

た
「
消
費
生
活
専
門
相
談
員
資
格
認
定
試
験
」

を
兼
ね
て
い
ま
す
。

▼
第
１
次
試
験
　
10
月
13
日
（
土
）

▼
対
象
　
ど
な
た
で
も
受
験
で
き
ま
す
。

▼
受
験
要
項
　
返
信
用
封
筒
（
Ａ
４
サ
イ
ズ

を
折
ら
ず
に
入
れ
ら
れ
る
封
筒
に
２
０
５
円

切
手
貼
付
、
宛
先
明
記
）
を
同
封
の
う
え
、

郵
便
に
て
左
記
宛
先
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ

い
。
な
お
、受
験
要
項
は
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た

だ
け
ま
す
。（http://w

w
w.kokusen.go.jp/

shikaku/shikaku.htm
l

）

▼
受
験
申
込
み
　

　
７
月
27
日
（
金
）
ま
で
（
消
印
有
効
）

▼
資
料
請
求
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

　
独
立
行
政
法
人
　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　
教
育
研
修
部
　
資
格
制
度
室
　

　
　
〒
１
０
８
‐
８
６
０
２

　
　
東
京
都
港
区
高
輪
３
‐
13
‐
22

　
　
☎
０
３（
３
４
４
３
）７
８
５
５（
直
通
）

「
消
費
生
活
相
談
員
資
格

（
消
費
生
活
専
門
相
談
員
資
格
）」

の
取
得
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

介
護
健
康
課　

内
線
２
３
６

▼
試
験
日
　
10
月
14
日
（
日
）

▼
願
書
配
布
場
所
　
介
護
健
康
課
、

愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど

▼
願
書
配
布
期
間

６
月
５
日
（
火
）
～
７
月
11
日
（
水
）

▼
願
書
受
付
期
間

６
月
12
日
（
火
）
～
７
月
11
日
（
水
）

▼
受
験
資
格

次
の
①
及
び
②
に
該
当
す
る
方

① 

保
健
・
医
療
・
福
祉
に
関
す
る 

　
法
定
資
格
を
保
有
し
、
そ
の
資

　
格
に
関
わ
る
業
務
及
び
一
部
相

　
談
援
助
業
務
に
通
算
５
年
以
上

　
の
実
務
経
験
が
あ
る
方

② 

①
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
勤

　
務
地
が
愛
知
県
に
あ
る
方
、
若

　
し
く
は
、
現
在
、
①
の
業
務
に

　
従
事
し
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
住

　
所
地
が
愛
知
県
に
あ
る
方

▼
問
い
合
わ
せ
　

　
愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修

　
　
受
講
試
験
係

　
☎
０
５
２
（
２
１
２
）
５
５
３
０

第
21
回

愛
知
県
介
護
支
援
専
門
員

　

  （
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

　

  

実
務
研
修
受
講
試
験

　
　
　
　
　

  

に
つ
い
て

◎薬物乱用の実態
　日本は、覚醒剤、大麻等の大きな消費国となっています。
　愛知県内で覚醒剤等の薬物で検挙された人は、平成 8
年以降、20 年間にわたって 1,000 人を超えています。
しかし、この人数は氷山の一角であり、実際には取締り
の手を逃れている乱用者や密売人は、もっと多くいると
思われます。
　薬物乱用の恐ろしさは、何度でも繰り返し摂取したく
なる性質、つまり、“依存症” を持っているということです。
　特に覚醒剤は、強い精神的依存性を持っており、使用
してしまうと「気分が高まる」、「幸せいっぱい」、「疲れ
が取れる」といった錯覚の状況が生まれます。
　また、人間の体には “耐性” というものがあり、薬物
の使用に伴って必然的に量と回数が増え、次第に自制す
ることが極めて難しくなります。そのうち、薬物中毒症
状として、「殺される」、「つけられている」、「見張られて
いる」などといった妄想や幻覚が現れます。
　薬物の乱用は、何も関係のない人々を巻き込む殺人や

薬物乱用は「ダメ。ゼッタイ。」　～覚醒剤、麻薬、危険ドラッグ等の乱用をなくそう～

放火などの二次犯罪を引き起こしたり、家庭の崩壊を招
いたりと、その悲劇は本人のみにはとどまりません。
　また、「合法ハーブ」、「アロマ」、「お香」などと合法な
ものであると標榜しながら出回っている危険ドラッグは、
実際には、覚醒剤や大麻等の規制薬物に類似した化学物
質を混入させた植物片や液体で、危険ドラッグを摂取す
ると、幻覚や妄想を引き起こすばかりか、吸引後に意識
障害となり、交通事故を起こすなど、最悪の場合は死に
至る大変危険な薬物です。
◎覚醒剤等の薬物追放にご協力を
　覚醒剤は、興味本位から気軽に手を出したり、やせる
薬などと騙して勧められたり、Ｓ（エス、スピード）等
と何か格好良いもののように錯覚して手を出すなど、特
に若者の間に汚染が広がっています。覚醒剤等の薬物を
社会から追放するためには、あなた自身が甘い誘いにの
らないことはもちろん、あなたの周りで覚醒剤等の薬物
を扱っている人を見たり聞いたりしたときは、警察本部
や最寄りの警察署、交番、駐在所までご連絡ください。

「安心」して暮らせる「安全」な扶桑町の確立
扶桑町内の 4 月中の犯罪発生総数（暫定値）は、 17 件（昨年同月 7 件）です。
空き巣被害が柏森学区で 3 件、自転車盗被害が山名学区で 1 件、扶桑東学区で 1 件発生しました。
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募
集
し
ま
す

産
業
環
境
課　

内
線
２
７
３

　
近
隣
の
３
市
２
町
（
犬
山
市
、
江
南
市
、

岩
倉
市
、
大
口
町
、
扶
桑
町
）
が
合
同
で
開

催
す
る
「
就
職
フ
ェ
ア
IN
犬
山
」
の
一
環
と

し
て
、
町
内
お
よ
び
近
隣
の
企
業
と
若
年
求

職
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場
を
提
供
し
、
若
年

者
の
就
職
機
会
の
拡
大
と
企
業
の
み
な
さ
ま

の
人
材
確
保
を
支
援
す
る
た
め
「
合
同
企
業

説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
人
材
確
保
に
お
役
立

て
く
だ
さ
い
。

【
開
催
概
要
】

▼
日
時
　
９
月
12
日
（
水
）
午
後
１
時
～
４
時

▼
場
所
　
犬
山
国
際
観
光
セ
ン
タ
ー
「
フ
ロ

イ
デ
」　
４
階
フ
ロ
イ
デ
ホ
ー
ル

▼
募
集
企
業
数
　
30
社
程
度
（
犬
山
市
、
江

南
市
、
岩
倉
市
、
大
口
町
、
扶
桑
町
内
に
営

業
拠
点
が
あ
る
事
業
所
）

▼
来
場
予
定
者
　
若
年
求
職
者
（
45
歳
未

満
）、
平
成
31
年
春
卒
業
予
定
の
大
学
・
短

大
等
の
学
生

▼
実
施
方
法
　
各
企
業
ブ
ー
ス
に
て
事
業
内

容
・
求
人
内
容
に
つ
い
て
説
明

▼
参
加
費
　
犬
山
・
江
南
・
岩
倉
・
大
口
・

扶
桑
の
商
工
会
議
所
及
び
商
工
会
の
会
員
企

業
は
無
料
。
非
会
員
企
業
は
３
，
０
０
０
円

▼
申
込
み
締
切
　
６
月
29
日
（
金
）

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
扶
桑
町
商
工
会 （
☎
（
93
）
５
１
１
１
）

３
市
２
町
合
同
開
催

就
職
フ
ェ
ア
IN
犬
山

「
合
同
企
業
説
明
会
」
参
加
企
業

産
業
環
境
課　

内
線
２
７
３

　
勤
労
青
少
年
福
祉
法
に
よ
る
「
勤
労
青
少

年
の
日
」
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
働
く
皆

様
方
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
な
る

よ
う
、
今
年
も
扶
桑
町
勤
労
青
少
年
大
会
運

営
実
行
委
員
会
主
催
の
「
２
０
１
８
扶
桑
町

勤
労
青
少
年
大
会
」
と
し
て
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
　
７
月
14
日
（
土
）　
午
後
６
時
30
分
～

▼
場
所
　
ス
ポ
ル
ト
江
南

　
　
　
　
　（
江
南
市
上
奈
良
町
緑
13
）

▼
対
象
　
町
内
在
勤
ま
た
は
在
住
の
勤
労
青
少
年

▼
参
加
料
　
１
，
０
０
０
円

　
　
　
　（
２
ゲ
ー
ム
、靴
券
、軽
食
代
含
む
）

▼
申
込
み
　
産
業
環
境
課
に
あ
る
申
込
書
に

記
入
の
う
え
、
参
加
料
を
添
え
て
産
業
環
境

課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
期
限
　
６
月
21
日
（
木
）

扶
桑
町
勤
労
青
少
年
大
会
参
加
者

平成 30 年 3 月 10 日～ 4 月 6 日分
◆東日本大震災義援金（役場義援金箱）  金 11,754 円
◆平成 28 年熊本地震災害義援金
　（役場義援金箱）                               金     726 円
◆平成 29 年 7 月 5 日からの大雨災害義援金
　（役場義援金箱）                                  金     785 円

平成 30 年 3 月 10 日～ 3 月 30 日分
◆平成 29 年台風第 18 号災害義援金
　（役場義援金箱）                                  金     348 円

　日本赤十字社愛知県支部扶桑町分区へ上記の金額
が寄せられました。ご協力ありがとうございました。

義　援　金

平成 31 年度採用の扶桑町職員を募集します
平成 31 年４月１日採用

職 種 募集人員 受　験　資　格　
　　　　　　　　　　　学　歴　等　　　　　　　　　　　　　　　年　齢

一 般 事 務 若干名 平成３１年３月に大学・短大を卒業見込みの方、または卒業
された方

昭和６３年４月２日
以降に生まれた方

技 師 若干名

・一級または二級建築士の資格がある方
・平成３１年３月に大学・短大の建築学科等建築に関する学
　科を卒業見込みの方、または卒業された方
・平成３１年３月に大学・短大の土木に関する学科等を卒業
　見込みの方、または卒業された方

受 付 期 間
平成３０年６月１日（金）～平成３０年６月２０日（水）（土曜日・日曜日・祝日は除きます。）
受付時間：午前８時３０分～午後５時１５分
郵送による申し込みの場合は６月２０日到着分まで受け付けます。

提 出 書 類

①平成３１年度採用　扶桑町職員採用試験受験申込書
　（総務課で用意している用紙を使用するか、町ホームページからダウンロードもできます。）
②受験票（ホームページからダウンロードもできます。）　　
③卒業（見込）証明書または卒業証書の写し
④建築士免許証の写し（技師を受験希望で一級または二級建築士の資格がある方）

試 験 日
①第１次試験　平成３０年７月２２日（日）
②第２次試験　平成３０年８月中旬（予定）　（第１次試験合格者）
③第３次試験　平成３０年８月下旬（予定）　（第２次試験合格者）

そ の 他 平成３１年度採用扶桑町職員採用試験実施要項（総務課で受け取るか、町ホームページにも掲 
載しています。）をよくお読みの上、お早めにお申し込みください。

申込用紙の受取
提 出 先

〒 480-0102　扶桑町大字高雄字天道 330 番地
　　　　　　　　　扶桑町役場　総務課　人事グループ　
　　　　　　　　　　☎（93）1111　内線 218・219
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男女共同参画週間

6 月 23 日（土）から 6 月 29 日（金）
までの 1 週間は、

男女共同参画週間です。

キャッチフレーズ

「走り出せ、
  性別のハードルを超えて、今」

政策調整課　内線 316

2018 年
ジュニアクイーンズカップ
レスリング選手権準優勝！

　４月１日、２日に三重県津市サオリーナで開催
されたジュニアクイーンズカップレスリング選手
権大会の 50 ㎏級で準優勝した扶桑中３年生の浅
井紅吏さんが町長に大会の結果を報告しました。
おめでとうございます！！

 4/10　

　春の風に乗って青空の下、気持ち良さそうに
こいのぼりが中島調節池で泳いでいます。
　※使われていないこいのぼりがありましたら
　　土木課へご寄付ください。

こいのぼりが
 元気よく泳いでいます 4/19　

広報ふそう 2018 年 6 月号ー 24 ー

　電波の利用にはルールがあります。無線機器を使用すると
きは、必ず「技適マーク」が付いているか確認してください。
　また、外国規格の無線機器は、防災行政無線やテレビ放送
等に妨害を与えるおそれがあり、国内では使用できません。
　不明な点は下記までお問い合わせください。

総務課　内線 216

【技適マーク】

▼問い合わせ　総務省　東海総合通信局
　　　　　　　○不法無線局の相談　　　　　☎ 052（971）9107
　　　　　　　○テレビ等の受信障害の相談　☎ 052（971）9648

電波のルールは必ず守りましょう
６月１日～10日は電波利用環境保護周知啓発強化期間です。
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ー 25 ー扶桑町役場　☎（93）1111 ー 25 ー扶桑町役場　☎（93）1111

　 当 初 の 予 定 を は る か に 上 回 る 129 名 が 参 加 し、
IIHOE[ 人と組織と地球のための国際研究所 ] 代表者の川北
秀人氏による講演が行われました。
　扶桑町の人口構成や財政のこれまでの経過と今後の見通
しなどが数字で示され、現状での高齢化率は全国平均より
やや低めではあるが、今後は 85 歳以上が増え続けるなど、
これまでとこれからが全く違うものであることをお伝えい
ただきました。また、小さな地域でできることを増やす「小規模多機能自治」にすでに取り組んでいる
島根県雲南市や、子どもたちとともに未来に向けた地域づくりを考え実践する授業を行う北海道浦幌町
の事例が紹介され、自治会運営は「行事型」から「事業型」へ移行する必要があると改めて感じました。

2018 ふそう・まちづくり協働セミナー開催 ‼ 3/10　

消防団員任命式が行われました 4/2　

　扶桑町中央公民館において消防団員任命式が行われ、
分団幹部、新入団員への辞令交付、退団者への感謝状
贈呈のほか、他の模範となる団員に対して表彰状の伝
達が行われました。

　式典では、永年勤続し、その勤務成績
が優秀で、かつ、他の模範として認めら
れたことにより扶桑町消防団副団長の橋
本大智さんが、平成 29 年度消防庁長官
表彰「永年勤続功労章」を授与されました。

� 平成 29 年度 消防庁長官表彰
　                 （永年勤続功労章）

広 告
この欄は「広報ふそう」有料広告欄
です。
広告の内容に関する問い合わせは、
直接広告主へお願いします。
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各
種
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
（
93
）
８
３
０
０

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
左
記
の
と
お
り
検

診
を
実
施
し
ま
す
。
ご
自
身
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
を
1
年
に
1
回
行
い
ま
し
ょ
う
。
胸
部
レ

ン
ト
ゲ
ン
は
結
核
を
は
じ
め
と
す
る
肺
の
病

気
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
実
施
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
み
　
電
話
又
は
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口

で
、
午
前
8
時
30
分
か
ら
受
付
し
ま
す
。

※
職
場
健
診
等
で
、
他
に
健
診
受
診
の
機
会

　

が
あ
る
方
は
、
お
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

※
骨
検
診
の
受
診
の
目
安
は
５
年
に
１
回
と

　

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
受
診
歴
等
確
認
の

　

う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
次
の
方
は
、
一
部
負
担
金
が
免
除
さ
れ
ま

　

す
。

　
①
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を
お
持

　
　
ち
の
方

　
②
町
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

　
③
生
活
保
護
世
帯
の
方

な
お
、
65
歳
以
上
の
方
は
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

が
無
料
と
な
り
ま
す
。

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
（
93
）
８
３
０
０

▼
助
成
金
額
　
接
種
費
用
の
１
／
２

　
　
　
　
　
　（
上
限
額
　
５
，
０
０
０
円
）

※
生
活
保
護
、
町
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す

　
る
方
は
全
額
無
料
で
接
種
を
す
る
こ
と
が

　
で
き
ま
す
。

▼
助
成
方
法
　
償
還
払
い
（
払
い
戻
し
）

※
医
療
機
関
で
接
種
後
、
直
接
医
療
機
関
に

　
費
用
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
後
日
、
保

　
健
セ
ン
タ
ー
で
費
用
助
成
の
申
請
を
し
て

　
く
だ
さ
い
。

▼
必
要
書
類
　
身
分
を
証
明
す
る
も
の
、
領

収
書
（
原
本
）、
印
鑑
、
通
帳

　（
事
前
に
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
け
た
方

　

  

は
結
果
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。）

▼
申
請
期
限
　
平
成
31
年
３
月
29
日
（
金
）

（
注
）
抗
体
検
査
に
つ
い
て　

風
し
ん
は
、

十
分
な
抗
体
が
な
い
と
風
し
ん
に
か
か
る
リ

ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。
抗
体
検
査
は
、
医

療
機
関
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
検
査
の
費
用

は
実
費
負
担
で
す
が
、
初
め
て
の
お
子
さ
ん

を
ご
希
望
の
女
性
は
、
愛
知
県
の
風
し
ん
抗

体
検
査
事
業
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
江
南
保
健
所
（
☎
（
56
）

２
１
５
７
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
妊
娠
初
期
の
妊
婦
が
風
し
ん
に
感
染
し
た

場
合
、
胎
児
が
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

て
「
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
」
の
赤
ち
ゃ
ん

が
生
ま
れ
る
確
率
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
風
し
ん
の
感
染
防
止
や
先
天
性

風
し
ん
症
候
群
の
予
防
の
た
め
に
、
妊
娠
を

予
定
又
は
希
望
し
て
い
る
女
性
及
び
そ
の
夫

を
対
象
に
、
平
成
30
年
４
月
１
日
接
種
分
か

ら
予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

　
予
防
接
種
は
自
ら
の
意
思
で
行
う
も
の
で

す
。
接
種
の
必
要
性
を
風
し
ん
抗
体
検
査
で

調
べ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。（
注
）

▼
助
成
対
象
者
　
妊
娠
を
予
定
又
は
希
望
し

て
い
る
女
性
及
び
そ
の
夫

※
妊
娠
中
の
方
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

　
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
方
を
除

　
き
ま
す
。

「
春
の
歯
と
口
の
健
康
セ
ン
タ
ー
」

　
　
　
　
　
　

  

を
開
催
し
ま
す

犬
山
扶
桑
歯
科
医
師
会

　
み
な
さ
ん
、
定
期
的
に
歯
の
健
診
を
受
け

て
い
ま
す
か
？
き
ち
ん
と
歯
を
磨
い
て
い
る

つ
も
り
で
も
、
知
ら
な
い
間
に
む
し
歯
に

な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特
に
お
子

さ
ん
の
健
や
か
な
成
長
に
は
、
健
康
な
歯
は

と
て
も
大
切
で
す
。
今
回
は
口
の
中
の
細
菌

数
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
６
月
3
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

▼
場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　
歯
科
健
診
、
フ
ッ
素
塗
布
（
小
学

生
ま
で
）、
口
の
中
の
細
菌
数
チ
ェ
ッ
ク
（
定

員
80
名
）

▼
対
象
　
扶
桑
町
在
住
の
方

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
近

　
く
の
方
は
徒
歩
も
し
く
は
自
転
車
で
ご
来  

　
場
く
だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
（
93
）
８
３
０
０

健
康
・
ど
・
ア
ッ
プ
教
室
の　

　
　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
（
93
）
８
３
０
０

　
膝
が
痛
い
、
腰
痛
で
動
き
づ
ら
い
、
肩

こ
り
で
頭
が
痛
く
な
る
と
悩
ん
で
み
え
る

方
、
そ
れ
は
体
の
ゆ
が
み
が
原
因
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
一
度
自
分
の
姿
勢
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
会
場
準
備
の
た
め
、
事
前
に
保
健
セ
ン

事業名 対象者 日　時 定　員 一部負担金

胸部レントゲン
    結核・

肺がん検診

40 歳以上
の方

 6 月 28 日（木）午前 9 時～ 12 時
 6 月 29 日（金）午前 9 時～ 12 時
　　　　　　　   午後１時～ ４ 時
 6 月 30 日（土）午後 1 時～ ４ 時

700 名
( 先着順 ) 200 円

さわやか健診
　血液検査 ･
　身体計測等

受診機会
のない

20 ～ 39
歳の方

 6 月 30 日（土）午前 9 時～ 11 時 100 名
( 先着順 ) 1,000 円

骨検診 20 歳以上
の方

 6 月 29 日（金）午後 1 時～ ４ 時
 6 月 30 日（土）午後 1 時～ ４ 時

200 名
( 先着順 ) 400 円

　
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
内
容
　
取
り
戻
せ
美
ボ
デ
ィ
！

　
　
　
　
体
の
ゆ
が
み
・
姿
勢
チ
ェ
ッ
ク

　
　
　
　
膝
・
腰
・
肩
こ
り
対
策

▼
定
員
　
20
名
　
　
▼
対
象
　
60
歳
以
上

▼
日
時
　
７
月
20
日(

金)

　
受
付
：
午
後
１
時
15
分
～

　
開
始
：
午
後
１
時
30
分
～(

約
１
時
間
半)

▼
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
持
ち
物
　
運
動
の
で
き
る
服
装
、
室
内
用

運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

▼
申
込
み
　
６
月
１
日
（
金
）
～
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犬
山
扶
桑
歯
科
医
師
会

　「
か
む
こ
と
」
が
健
康
に
プ
ラ
ス
に
働
く

と
い
う
事
は
、
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
小

学
校
の
健
康
教
育
で
よ
く
使
わ
れ
る
「
卑
弥

呼
の
歯
が
い
い
ぜ
」
と
い
う
標
語
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
最
初
の
文
字
が
、
か
む
こ
と
の
健
康

面
で
も
プ
ラ
ス
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
「
ひ
」
＝
肥
満
防
止
・「
み
」
＝

味
覚
発
達
・「
こ
」＝
言
葉
の
発
音
が
は
っ
き
り
・

「
の
」
＝
脳
の
発
達
、
活
性
化
・「
は
」
＝
歯
の

病
気
を
防
ぐ
・「
が
」
＝
ガ
ン
予
防
・「
い
」
＝

胃
腸
の
働
き
を
促
進
・「
ぜ
」＝
全
力
投
球
で
す
。

最
後
の
「
ぜ
」
は
ぐ
っ
と
力
を
入
れ
て
か
み
し

め
た
時
、
全
身
の
力
が
わ
い
て
き
た
り
集
中
力

も
増
す
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
最
近
は
「
ぜ
」

の
代
わ
り
に
ス
ト
レ
ス
解
消
の
「
す
」
を
入
れ

る
事
も
多
い
よ
う
で
す
。

　
邪
馬
台
国
の
女
王
、
卑
弥
呼
が
い
た
弥
生

時
代
と
現
代
で
は
食
事
が
大
き
く
異
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
時
代
の
食
事
の
メ
ニ
ュ
ー

《
栗
、
胡
桃
の
乾
燥
し
た
も
の
、
カ
ワ
ハ
ギ

の
干
し
も
の
、
ア
ユ
の
塩
焼
き
、
玄
米
お
こ

わ
、
ノ
ビ
ル
（
野
生
ネ
ギ
）》
と
現
代
の
メ

ニ
ュ
ー
（
例
え
ば
、ハ
ン
バ
ー
グ
、ス
パ
ゲ
ッ

テ
ィ
、
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
、
コ
ー
ン
ス
ー
プ
、

ロ
ー
ル
パ
ン
、
プ
リ
ン
）
と
比
較
す
る
と
、

現
代
が
6
2
0
回
の
咀
嚼
回
数
に
比
べ
、
卑

弥
呼
の
時
代
は
4
0
0
0
回
近
く
か
ま
な
い

と
食
事
で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ

れ
は
か
ま
な
く
な
っ
た
現
代
人
の
顎
の
発
達

に
も
関
わ
っ
た
問
題
で
、
現
代
食
の
加
工
食

品
の
増
加
に
よ
っ
て
、
日
常
的
に
か
む
事
が

は
ち
ま
る
く
ん
だ
よ
り

      「
卑
弥
呼
の
歯
が
い
い
ぜ
！
」
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、意
識
し
て「
か

む
こ
と
」
が
健
康
づ
く
り
に
プ
ラ
ス
に
な
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

神
経
系
難
病
患
者
・
家
族
の
つ
ど
い

　
　

  「
ゆ
め
の
会
」
の
ご
案
内

江
南
保
健
所　

☎
（
56
）
２
１
５
７

　
保
健
所
で
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
や
脊
髄
小

脳
変
性
症
、
多
系
統
萎
縮
症
、
多
発
性
硬
化

症
、
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
）
な

ど
の
神
経
系
難
病
の
患
者
さ
ん
と
そ
の
家
族

の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。
第
１
回
は
音
楽

療
法
を
行
い
ま
す
。
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
大

き
な
声
で
歌
っ
た
り
、
体
を
動
か
し
た
り
、

楽
し
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
参
加
希
望
の
方
、
関
心
の
あ
る
方
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
６
月
28
日
（
木
）

　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
場
所
　
江
南
市
布
袋
ふ
れ
あ
い
会
館

　
　
　
　
　（
江
南
市
布
袋
町
東
３
５
９
）

▼
内
容

・
音
楽
療
法
　

　「
音
楽
で
こ
こ
ろ
も
か
ら
だ
も
元
気
に
」

　
　
講
師
　
本
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
　

　
　
　
　
　
音
楽
療
法
士
　
小
川
尚
子
先
生

・
患
者
・
家
族
交
流
会

▼
費
用
　
保
険
料
と
し
て
年
１
回
50
円
を
徴

収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

▼
申
込
み
期
間
　
６
月
27
日
（
水
）
ま
で

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
江
南
保
健
所
　
健
康
支
援
課

　
　
地
域
保
健
グ
ル
ー
プ
（
難
病
担
当
）

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

保
健
セ
ン
タ
ー  

☎
（
93
）
８
３
０
０

　
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

が
定
期
予
防
接
種
に
な
り
、
平
成
30
年
度
の

対
象
者
は
、
次
の
生
年
月
日
の
方
で
過
去
に

接
種
を
し
た
こ
と
が
な
い
方
で
す
。
対
象
者

に
は
６
月
下
旬
に
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
予
防

接
種
予
診
票
等
を
通
知
し
ま
す
。

　
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
と
は
、
肺

炎
の
中
で
も
最
も
多
い
原
因
と
な
る
「
肺
炎

球
菌
に
よ
る
肺
炎
」
を
防
ぐ
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

肺
炎
は
高
齢
に
な
る
ほ
ど
重
症
化
し
や
す
く
、

死
亡
率
も
高
く
な
り
ま
す
。
こ
の
ワ
ク
チ
ン

に
よ
っ
て
す
べ
て
の
肺
炎
を
予
防
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
肺
炎
に
か
か
っ
た
場
合

で
も
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

▼
接
種
期
限
　
平
成
31
年
３
月
31
日
（
日
）
ま
で

※
対
象
者
に
は
６
月
下
旬
に
通
知
し
ま
す
。

　

通
知
前
に
接
種
希
望
の
方
は
、
保
健
セ

　

ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
費
用
　
２
，
０
０
０
円

（
医
療
機
関
の
窓
口
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。）

▼
実
施
場
所
　
扶
桑
町
・
大
口
町
・
江
南
市
・

犬
山
市
委
託
医
療
機
関

※
他
市
町
村
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
過
去
に
接
種
し
た
こ
と
が
あ
る
方
、
及
び

　
対
象
者
の
生
年
月
日
に
あ
て
は
ま
ら
な
い

　
方
の
う
ち
75
歳
以
上
で
接
種
を
希
望
さ
れ

　
る
方
は
助
成
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
事
前

　
申
請
が
必
要
で
す
の
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
た
だ
し
、
過
去
に
助

　
成
の
制
度
を
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
方
を

　
除
き
ま
す
。）

接
種
日
当
日
に
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方

で
、心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
に
重
い
病
気（
身

体
障
害
者
手
帳
1
級
程
度
）
の
あ
る
方
、

ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

機
能
障
害（
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
程
度
）

の
あ
る
方
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

生年月日
昭和 ２８年４月２日から昭和２９年４月１日生まれの方

昭和 ２３年４月２日から昭和２４年４月１日生まれの方

昭和 １８年４月２日から昭和１９年４月１日生まれの方

昭和 １３年４月２日から昭和１４年４月１日生まれの方

昭和 ８ 年４月２日から昭和 ９ 年４月１日生まれの方

昭和 ３ 年４月２日から昭和 ４ 年４月１日生まれの方

大正１２年４月２日から大正１ ３年４月１日生まれの方

大正 ７ 年４月２日から大正 ８ 年４月１日生まれの方

平成 30 年度の対象者
　

５
月
号
30
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
「
初
診
時

選
定
療
養
費
に
つ
い
て
」
の
中
で
、「
犬
山
中
央
病

院
の
初
診
選
定
療
養
費
の
金
額
」
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
（
誤
）
１
，
６
２
０
円

　
（
正
）
２
，
７
０
０
円

　

ま
た
、
35
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
「
高
齢
者

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ
」
の

中
で
、「
平
成
30
年
度
の
対
象
者
表
」
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
重
ね
て
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。

　
（
誤
）
大
正
４
年
４
月
２
日
か
ら

　
　
　

  

大
正
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

　
（
正)

大
正
７
年
４
月
２
日
か
ら

            

大
正
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

お 詫 び と 訂 正



広報ふそう2018年 6月号ー 28 ー

 From LIBRARY 扶桑町図書館 ☎ (93)8630　開館時間　午前 10 時～午後 6 時
 　 　

雨
音
を
き
き
な
が
ら
、「
絵
本
」
の
世
界
へ

　　 　　　 　

と　き 催しもの

毎週月曜日・午前 11 時～ あかちゃん絵本
　　　  よみきかせ会

7・14・
21 日 ( 木 )

・午前 10 時～
　  午後 0 時 30 分

あかちゃんクラブ
　　　  ラッコルーム

2・16・
23 日 ( 土 ) ・午前 11 時～ 「おはなし」と

　　「あそび」の広場

3 日（日）・午前 11 時～
・午後 2 時～ 子どもビデオ劇場

9 日（土）・午後 2 時～ 夏のおはなし会

17 日（日）・午前 11 時～
・午後 3 時～

「父の日」のカバン型
ファイルケースづくり

23 日（土）・午後 3 時～ 世界のお話ひろば～中国～

24 日（日）・午前 11 時～
・午後 3 時～

子ども工作教室
　　　  「七夕かざり」

　　　

　
　
　
　
　 

「
蓴
菜
（
じ
ゅ
ん
さ
い
）
」　
　
ふ
そ
う
俳
句
会

　

背
を
丸
め
蓴
菜
を
採
る
老
い
の
仲　
　
　
　
　

中
野　

政
信

　

梅
雨
晴
や
白
と
紫
香
を
競
ひ　
　
　
　
　
　
　

永
井　

年
國

　

走
り
き
て
吾
と
遊
ぶ
や
羽
抜
鳥　
　
　
　
　
　

吉
野　

童
子

　
　
　                              

扶
桑
川
柳
ク
ラ
ブ

　

良
か
っ
た
よ
た
っ
た
一
言
く
れ
た
人　
　
　
　

浅
井　

洋
子

　

飼
い
主
に
似
て
き
た
犬
の
面
構
え　
　
　
　
　

前
本
た
か
し

　

に
ら
め
っ
こ
画
面
の
レ
シ
ピ
走
り
書
き　
　
　

玉
田　

博
子

　
　
　
　
　 

「
緑
茶
」　
　

  　
　
　
　

ふ
そ
う
短
歌
会

　　

若
き
ら
を
鍛
う
さ
ま
と
も
匠
ら
の

　
　
　
　

手
揉
み
に
仕
込
む
緑
茶
の
う
ま
み　
　

中
山　

哲
也

　

桜
咲
く
犬
山
城
を
眺
め
つ
つ

　
　
　
　

夫つ
ま

と
歩
め
り
朝
の
遊
歩
道　
　
　
　
　

桜
井　

五
月

　

刻と
き

惜
し
み
梅
雨
の
晴
れ
間
の
鼬

い
た
ち

ご
っ
こ

　
　
　
　

抜
き
ゆ
く
我
と
伸
び
や
ま
ぬ
草　
　
　

鈴
木　

淑
子

　
　
　
　「
磧
中
の
作
」  　
　
　

  

岑
参　

　

馬
を
走
ら
せ
て
西せ

い

来ら
い

天
に
到
ら
ん
と
欲
す

　

家
を
辞
し
て
よ
り
月
の
両
回
円ま
ど

か
な
る
を
見
る

　

今
夜
は
知
ら
ず
何
れ
の
処
に
か
宿
し
ゅ
く
せ
ん

　

平
沙
万
里
人じ
ん

煙え
ん

絶
ゆ

　「
意
」　
馬
を
走
ら
せ
て
西
へ
西
へ
と
進
む
が
、
行
け
ど
も
行
け
ど
も
果
て

　
　
　
　
し
な
く
天
に
上
る
よ
う
で
あ
る
。
家
を
出
て
か
ら
、
も
う
二
度
も

　
　
　
　
満
月
を
迎
え
た
。
さ
て
今
夜
は
ど
こ
に
宿
を
と
っ
た
ら
よ
い
か
、　

　
　
　
　
何
の
あ
て
も
な
い
。
見
渡
す
か
ぎ
り
広
く
ひ
ろ
が
っ
た
一
面
の
砂

　
　
　
　
漠
は
遠
く
ま
で
続
い
て
全
く
人
家
の
一
す
じ
の
煙
も
見
当
ら
な
い
。

　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　  

正
風
流
二
代
目
家
元
　
山
内
　
正
風

詩
吟

短
歌

俳
句

川
柳

その他の本

　雨の日のおるすばん、ネノくんとキ
フちゃんの兄妹が窓の外をながめてい
ると、意外なものばかりが現れて…。
自然と対話し創作を続ける著者が、雨
の日の楽しさを描ききった笑顔いっぱ
いの絵本。
　田島征三さんは 1940 年大阪府生ま
れ。「ちからたろう」でブラティスラヴァ
世界絵本原画展金のりんご賞、「ふきま
んぶく」で講談社出版文化賞絵本賞、「と
べバッタ」で絵本にっぽん賞など受賞。

　雨の日、お部屋で退屈していた子
どもたちのところに、にじいろ電車
がやってきた。みんなを乗せると、
いろんな場所へと旅をして…。穴の
あいたトンネルが想像力を刺激す
る、乗り物しかけ絵本。
　間瀬なおかたさんは、愛知県生ま
れ。作品に「でんしゃでいこうでん
しゃでかえろう」「バスでおでかけ」

「のねずみくんのすてきなマフラー」
など。

　かみなりのへそとりごろべえは、お
へそが大好き。家の宝のへそとりきを
もって、おへそをとりにでかけます。
はじめに、たぬきどんのところへ行き、
丸いおなかにあるおへそを、へそとり
きで…。
　赤羽末吉さんは、1910 年、東京都
生まれ。絵本作家。「スーホの白い馬」
でサンケイ児童出版文化賞などを受賞。
創作活動の業績に対して国際アンデル
セン賞絵画賞を受賞。1990 年、死去。

「
あ
め
が
ふ
る
ふ
る
」

田
島　

征
三
／
作

「
に
じ
い
ろ
で
ん
し
ゃ

  

は
っ
し
ゃ
し
ま
ー
す
！
」

間
瀬　

な
お
か
た
／
作
・
絵

「
へ
そ
と
り
ご
ろ
べ
え
」

赤
羽　

末
吉
／
詩
・
画

◆「てるてるぼうずとふりふりぼうず」 
せな　けいこ／作・絵

◆「まほうのかさ」  　　　　
小沢　正／文

はた　こうしろう／絵
◆「おじさんとカエルくん」

リンダ・アシュマン／文
クリスチャン・ロビンソン／絵

なかがわ　ちひろ／訳

◆ 「かえるぴょん」
ささめや　ゆき／作

◆「雨、あめ」
ピーター・スピアー／作

◆「おじさんのかさ 」 
佐野　洋子／作・絵

◆  「かえるのピクルス　虹をわたる」 （おとな向け絵本）
平岡　淳子／文
吉井　みい／絵

◆展示会「本とポスターでみる『鹿児島の魅力』」6/2（土）～ 6/17（日）
●蔵書と図書館システムの点検による休館
　休館期間：6 月 26 日（火）から 7 月 5 日（木）まで
　※上記の休館に伴い、6 月 13 日（水）から 25 日（月）までの間、
　　資料の貸出期間を 4 週間とします。

6 月の催しもの



扶桑町役場　☎（93）1111 ー 29 ー

　 　　

　扶桑町では、男女共同参画の推進について住民の皆様のご意見を反映
させるため、扶桑町男女共同参画プラン審議会委員を募集します。

◆募 集 人 数　３名
◆募 集 資 格　扶桑町に在住または在勤の方、年齢、性別は問いません。
◆任 期　平成３０年度から２年間
◆内 容　年に数回程度の会議の出席（今年度は年２回の予定）

柏森小学校 ６年

今枝　璃奈さん

今月号の表紙

 絵の題　「笑顔のあふれた扶桑町」
　私は、扶桑町の素晴らしい伝統を絵にしました。　

　正覚寺の十二神将は、300 年ほど前に作られたも

のなので、絵の具とクレヨンで古い感じをあらわしま

した。

　十二神将などの像や守口大根を作っていく伝統を私

達の世代も大切に守っていければ良いと思います。

 絵の題　「伝統を守りぬいていこう」

政策調整課　内線 316

扶桑町男女共同参画プラン

審議会委員を募集します！

各 公 共 施 設 の お や す み
役 場

☎（93）1111
 土曜日・日曜日・祝日

保 健 セ ン タ ー
☎（93）8300

 土曜日・日曜日・祝日

総合福祉センター
☎（91）1151

 月曜日

総 合 体 育 館
☎（93）2441

 火曜日

扶 桑 文 化 会 館
☎（93）9000

 月曜日（祝日は除く）・
 火曜日

中 央 公 民 館
☎（93）7211

 火曜日

図 書 館
☎（93）8630

 火曜日・6/26 ～ 7/5

学習等供用施設  月曜日・祝日

ス マ ホ で広報紙
アプリで読むには

まずは左のＱＲコードから
ダウンロード！！
※通信料は利用者負担です。

町の人口
（5 月 1 日現在）

人口 　　34,635 人（－ 12）

男 　　17,220 人（－ 24）

女 　　17,415 人（＋ 12）

世帯数 13,810 世帯  （－ 8）
　※（　）前月比

男女共同参画

コラム 番外編

新しいふそう男女共同参画プランの策定に是非皆さんのお力を貸してください。積極的な
ご応募をお待ちしています。

（昨年同期）

4 月 １～ 4 月

刑法犯総数 17 件
（7 件）

77 件
（69 件）

住宅対象侵入盗 3 件
（0 件）

12 件
（10 件）

車 上 ね ら い 0 件
（0 件）

3 件
（2 件）

自 転 車 盗 2 件
（2 件）

13 件
（11 件）

◆扶桑町内主な犯罪発生状況 ( 暫定値 )



「声の広報」（朗読グループあいうえお作成）のカセットテープを福祉児童課でお貸ししています。

広報ふそう　平成３０年６月号　第８２７号

発行／扶桑町役場　編集／総務部政策調整課　☎ 0587-93-1111

　　　　　　　　　　　　　　　　〒 480-0102　愛知県丹羽郡扶桑町大字高雄字天道 330 番地

　　　　　　　　　扶桑町ホームページアドレス　http://www.town.fuso.lg.jp/
　　　　　　　　　町へのご意見・ご要望は　　   ホームページ意見箱（E-mail）  info_box@town.fuso.lg.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   又は役場庁舎内に設置してある「提案箱」へお寄せください。
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